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龍谷大学の入学試験では、障がい等のある受験生のために「受験上の配慮」を行います。
希望する受験生は、「入学試験要項 別冊（受験上の配慮について）※」をよく読み、
以下1～6の手順で手続きを進めてください。
※以下のURLからご確認ください。

https://www.ryukoku.ac.jp/admission/nyushi/hairyo/

本学が指定する試験会場にて受験する。6.
試験会場は原則として本学（京都）会場〈深草キャンパス〉に限りますが、公募推薦入試〔専門高校等対象〕の
先端理工学部・農学部へ出願した場合のみ、本学（大津）会場 〈瀬田キャンパス〉での受験になります。

「受験上の配慮決定通知書」を受け取る。3.
決定した受験上の配慮事項は、各試験の出願開始日前後に出願者本人宛に通知します。

「受験上の配慮決定通知書」は、受験票ではありませんのでご注意ください。

「受験上の配慮決定通知書」は、大切に保管し、受験票とあわせて試験日当日に必ず持参してください。

受験票を印刷する。5.
受験票を印刷のうえ、試験当日に持参ください。
受験票の印刷方法はP.70でご確認ください。

出願する。4.
P.57～P.68に沿って、Web出願を行ってください。

出願書類を提出する際には、必ず「受験上の配慮専用封筒」で提出してください。
封筒は、上記の「受験上の配慮決定通知書」に同封しています。

出願開始日の１カ月前までに、龍谷大学入試部〔受験上の配慮担当係〕へ「受験上の配慮」について照会する。
照会方法については、上記URLのホームページからご確認ください。

1.

※共通テスト利用入試に出願する場合でも、必ず出願前に入試部まで申し出てください。
※出願後の不慮の事故等により負傷者・疾病者が「受験上の配慮」を希望する場合は、至急、入試部まで申し出てください。

※一般選抜入試（共通テスト併用方式）および、共通テスト利用入試に出願する場合は「令和８年度大学入学者選抜大学入学共通テスト受験上の配慮事
項審査結果通知書」のコピーしたものもあわせて必要です。

※必要に応じて電話でお問い合わせをする場合や、追加の書類提出を求める場合があります。

本学が指定する「申請書類」を提出締切日までに龍谷大学入試部へ提出する。2.
■必ず提出いただく申請書類は、以下 ① ② の２つです。その他、障がい等の内容に応じて提出いただく書類が異なります

ので、「入学試験要項 別冊（受験上の配慮について）」を確認のうえご準備ください。

① 龍谷大学入学試験「受験上の配慮」申請書（本学指定様式）

② 医師の診断書

■ 提出先（郵送または持参してください）
龍谷大学 入試部 受験上の配慮係 ： 京都府京都市伏見区深草塚本町67 （深草キャンパス）

JR奈良線 稲荷駅下車、南西へ徒歩８分
京阪本線 龍谷大前深草駅下車、西へ徒歩３分
京都市営地下鉄烏丸線 くいな橋駅下車、東へ徒歩７分 Google Map

■ 提出締切日（当日必着）

公募推薦入試 〔総合評価型〕〔専門高校等対象〕

〔前期日程〕

〔中期日程〕

〔後期日程〕

2025年10月22日（水）

2025年12月18日（木）

2026年1月5日（月）

2026年2月13日（金）

一般選抜入試
共通テスト利用入試

受験上の配慮について自然災害等による災害救助法適用地域居住の
被災者を対象とした特別措置

龍谷大学では、被災者の経済的負担を軽減し、受験生の進学の機会の確保を図るために、
災害救助法適用地域居住の被災者を対象とした以下の特別措置を設けています。

詳しくは、以下へお問い合わせください。
龍谷大学 入試部 被災特別措置担当係

特別措置の適用を希望される方は
龍谷大学 入試部までご連絡ください。 〔お問い合わせ〕 龍谷大学 入試部 （平日 9:00～17:00）

（平日 9:00～17:00）

〔受験料・審査料の免除について〕

〔入学申込金・授業料等の減免について〕

対象
自然災害等による災害救助法適用地域に、本人または父母のいずれか（または家計支持者）が居住しており、
以下のいずれかの要件を満たされる方。

（１）
（２）
（３）
（４）

（５）

災害により父母のいずれか（または家計支持者）が亡くなられた場合
災害により父母のいずれか（または家計支持者）が負傷され、一ヶ月以上の加療が必要な場合
災害により父母のいずれか（または家計支持者）の家屋が全壊（全焼）した場合、または大規模半壊した場合
災害により父母のいずれか（または家計支持者）の家屋が半壊（半焼）、もしくは床上浸水により
引き続き同家屋に居住することが困難と認められる場合
その他災害により受験料・審査料支弁が著しく困難となったと認められる場合

対象・措置内容

※

※
※

本制度の採用者は、入学時納入金として、『入学申込金、実験実習料、実習料、留学実習料および諸会費等相当額（入学時納入金合計金
額から授業料相当額を差し引いた金額）』を納入いただきます。
入学申込金は、入学の意思確認のため、一旦納入いただきます。入学後、後期学費に充当または振込により、返金いたします。
ここに定める金額を上限として、奨学委員会で決定します。

2025年度（2025年4月～2026年3月）内に発生した自然災害等により災害救助法が適用された地域に、
本人または父母のいずれか（または家計支持者）が居住しており、学費の支弁が困難であると認められ、
以下のいずれかの要件を満たされる方。

① 父母のいずれか（または家計支持者）が亡くなられた場合、または家屋が全壊（全焼）、もしくは大規模半壊した場合。

入学申込金全額および年間授業料相当額※の減免

② 父母のいずれか（または家計支持者）が負傷され、１ヶ月以上加療が必要な場合、または家屋が半壊（半焼）、
もしくは床上浸水により引き続き同家屋に居住することが困難と認められる場合。

入学申込金全額および半期授業料相当額※の減免

期間 受験料および併願審査料の免除を受けることができる期間は、当該事由が発生した年度限りとします。

免除内容 当該事由が発生した日以降に出願をおこなう、本学が定める入学試験の受験料、および併願審査料を全額免除します。

選考方法 お問い合わせを受け、要件を満たすことを証明する公的書類等および申請書を提出いただきます。
提出された申請書および被災状況証明書等をもとに、学長が決定します。

選考方法 お問い合わせを受け、要件を満たすことを証明する公的書類等および申請書を提出いただきます。
提出された申請書および被災状況証明書等をもとに、奨学委員会の議を経て、学長が決定します。

申請期限 原則として各入学試験の出願期間開始日までとします。

期間 上記の措置を受けることができる期間は、入学年度のみとします。

申請期限 原則として各入学試験の出願期間開始日までとします。

本特別措置により入学申込金、および授業料の減免を受けた方が、国の修学支援新制度に採用された場合は、
まずは、本特別措置を適用して入学申込金、および授業料を減免し、減免後の入学申込金、および授業料金額
から修学支援新制度による減免を行います。

注意事項




